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プロジェクトの概要 

 

本プロジェクトでは、旧来のアートやデザインという枠に囚われる

こと無く、各々の関心に応じたメディアの過去を読み解き、現在の

素材や加工技術、社会情勢を踏まえたそのあり方を探っている。対

象の制作を通じて歴史を読み替え、ありえたかもしれない「今」を

つくりだし、表現のあり方そのものを再定義することを試みている。

二年目となる 2014 年度は、定期的なプロジェクト・ミーティング、

ワークショップに加え、外部での展示とゲストを招いたトーク・イ

ベントおよびパフォーマンスを中心に研究活動を行った。 

 

参加メンバー 

 

教員 

城一裕（講師） 

クワクボリョウタ（准教授） 

瀬川晃（准教授） 

 

学生 

石川琢也、石塚千晃、ハンチョンミン、丸山透、酒井亮（M2） 

大久保雅基、大山千尋、北堀あすみ、佐藤大海、瀬長孝久、ソルス

ンジェ（M1) 

 

活動の概要 

 

1  プロジェクト・ミーティング 

月に数回のプロジェクトミーティングを行い、この中では主に各メ

ンバーの研究の進捗を確認するとともに、その他の活動の内容・ス

ケジュールを検討した。夏休みには課題制作を実施し、プロジェク

ト内で講評を行った。 

 

2  ワークショップ 

メンバーとともに様々な技術の活用法を検討する場として、「Little 

Bits Cloud」と「針金」に関するワークショップを行った。 

 

 

 	 
クワクボリョウタ，瀬川晃，写植文字盤による多
光源植字 [車輪の再発明] ，マテリアライジング展
Ⅱ，東京藝術大学 (2014)	 

 	 
ワークショップ「針金」(2014)	 
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3  IAMAS オープンハウス 2014 

学生の研究成果の発表を中心に、修士作品・研究に向けたWork in 

Progress の取り組みを紹介した他、関連の書籍を集めたブックリ

ストを作成した。 

 

4  IAMAS 2015 

学生の研究成果の発表として、太陽を表現の素材として捉えた作品

を展示した。 

 

5  マテリアライジング展Ⅱ 

東京藝術大学大学陳列館で開催されたマテリアライジング展Ⅱ

2014-7-19( 土 ) - 8-8( 金 ) に、プロジェクトとして出展し、以

下の作品を発表した。 

- 城一裕「月の光に -エドアード・レオン・ スコットとモホイ＝ナ

ジ・ラースローへ-」1860/1923/2014 

- 城一裕「断片化された音楽」2014 

- クワクボリョウタ，瀬川晃「写植文字盤による多光源植字」2014 

- クワクボリョウタ，「針穴をあけた紙を通した RGB 光源による網

点プロジェクション」2014 

 

6  トーク・イベントおよびパフォーマンス 

数ヶ月に一度の頻度で外部からゲストを招き、以下のトーク・イベ

ント、パフォーマンスをおこなった。なお、これらのイベントは全

て外部にも公開で実施した。	 

- アレッサンドロ・ルドヴィコ，内田聖良「ポスト・デジタル・パ

ブリッシング - インターネットの余白から考える本の未来 -」

2014・4・3． 

- デイヴィッド・トゥープ「シニスター・レゾナンス（不吉な響き）」

2014・10・23 

- 宮崎申太郎「クリティカル・メディア、歴史を知る事の重要性」 

2015・1・13 

- 畠中実，城一裕，水野雄太「IAMAS／メディア表現の現在形」

IAMAS2015，2015・2・19 

 

 

 

 

 
IAMASオープンハウス 2014 "車輪の再発明" 
	 

デイヴィッド・トゥープ，「シニスター・レゾナン
ス（不吉な響き）」でのパフォーマンス風景	 


